




































Book Review: Akamine Jun, Namako wo aruku, genba kara kangaeru


















































































































































































になる。著者も本書で統計データを示す（例えば、p.83, p.134, p.193, p.233, p.267）が、著者が依拠
するのは、『香港統計月刊』と『仙法志漁業協同組合合同業務報告書』、Foreign trade Statistics of 
Philippines の三種の統計資料のみであり、米国や中国、韓国の統計データは示されない。上記の
資料以外に、ナマコを扱った統計データは存在しなかったのだろうか。評者から見れば、マンシ
島（フィリピン）の人口数の動態変化や宗教別の人口データ等が示されていれば、更に分かり易
かったと思われる。地域研究者は一般に、国が作成する統計書から距離を置きがちであるが、長
期のトレンドを確認する場合、国の統計データは利用価値が高い。今後は可能な限りナマコの統
計データを示すよう著者に望みたい。
　本書は間違いなく、ナマコ研究者が執筆した力作である。著者は今後ナマコに関わる 400年史
の研究を構想していると、本書で明らかにしている。著者にとって、本書はナマコ研究の一里塚
となろう。近い将来、ナマコ研究が更に深まり、続編が上梓されることを、読者として期待したい。
　
注
（1）： 鶴見良行氏（1926‐1994年）は、東南アジア地域を隈なく歩いた地域研究者である。彼の業績は、『鶴見良行
著作集』（みすず書房）に収められている。彼の代表的な著書は、『バナナと日本人』と『ナマコの眼』である。
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